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本
君
の
話
を
聞
く
。
私
の
兄
も
い
た
と
こ
ろ
で
懐
か
し
く

て
紹
介
し
ま
し
た
。 

（
福
井
県 

佐
々
木 

清
左
夫
） 

臨
時
召
集
抑
留
の
記 

福
井
県 

 

白 

崎 

峯 

男 
 

 

  

昭
和
十
五(

一
九
四
〇)

年
、
徴
兵
検
査
第
二
乙
合
格
、

第
一
補
充
兵
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
七
月
、
臨
時

召
集
に
よ
り
福
井
銀
行
粟
田
部
支
店
勤
務
中
、
浜
松
市
追

分
中
部
七
二
部
隊
尾
尻
隊
高
射
砲
隊
に
入
隊
。
通
信
教
育

を
受
け
毎
日
厳
し
い
訓
練
で
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
二
月
、
同
年
兵
も
ビ
ル
マ
行
と
満
州
行

に
分
か
れ
、
私
は
満
州
行
の
命
を
受
け
一
泊
、
家
に
帰
る

事
が
許
さ
れ
、
浜
松
駅
か
ら
列
車
で
六
時
間
か
か
り
武
生

駅
に
到
着
し
ま
し
た
。
南
越
線
が
大
雪
の
た
め
不
通
な
の

で
家
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
翌
日
浜
松
の
部
隊
へ
戻

り
ま
し
た
。 

 

十
二
月
十
九
日
浜
松
を
出
発
、
軍
用
列
車
で
下
関
駅
へ

着
き
ま
し
た
。
釜
山
へ
連
絡
船
で
。
玄
界
灘
が
荒
れ
船
酔

い
で
横
に
転
が
り
吐
く
者
が
多
く
、
生
き
た
心
地
が
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
約
十
時
間
余
り
の
船
旅
で
し
た
。 
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釜
山
に
到
着
、
朝
鮮
鉄
道
で
丸
一
日
余
り
平
凡
な
土
地

を
眺
め
な
が
ら
満
州
国
の
鉄
道
に
な
り
、
広
軌
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
感
じ
に
な
り
、
奉
天
駅
で
乗
り
換
え
、
北
満
の

中
心
ハ
ル
ピ
ン
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
大
き
な
寺
院
が
あ

り
、
白
系
ロ
シ
ア
人
も
多
く
立
派
な
都
市
で
し
た
。
三
七

七
四
部
隊
司
令
部
が
元
イ
タ
リ
ア
領
事
館
跡
に
白
い
建
物

で
、
横
に
は
ハ
ル
ピ
ン
神
社
、
中
央
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。

満
州
第
六
一
六
部
隊
と
三
七
七
四
部
隊
が
同
じ
部
隊
長
で

し
た
の
で
、
六
一
六
部
隊
は
市
郊
外
の
石
子
溝
に
あ
り
、

木
造
の
半
地
下
兵
舎
で
氷
点
下
三
〇
度
も
あ
り
防
寒
具
が

支
給
さ
れ
、
班
は
石
炭
暖
房
だ
っ
た
。 

 

通
信
教
育
を
受
け
一
年
半
ぐ
ら
い
で
公
主
嶺
に
部
隊
が

移
動
し
ま
し
た
。
赤
レ
ン
ガ
建
の
立
派
な
兵
舎
で
し
た
。

高
射
砲
隊
な
の
で
航
空
隊
と
の
関
係
が
あ
り
、
飛
行
機
か

ら
吹
流
し
で
飛
ん
で
も
ら
い
、
高
射
砲
か
ら
実
弾
を
射
つ

演
習
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
が
、
飛
行
機
も
南
方
へ
送
ら

れ
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

一
年
後
、
新
京
（
長
春
）
に
三
七
七
四
部
隊
、
六
一
六

部
隊
が
移
動
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
は
長
引
く
と
思
い
予

備
役
下
士
官
候
補
を
志
願
し
て
主
計
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

本
部
事
務
室
勤
務
に
な
り
主
計
の
教
育
を
受
け
勉
強
中
、

八
月
九
日
、
突
如
ソ
連
軍
の
侵
入
に
よ
り
「
新
京
を
死
守

す
べ
し
」
と
い
う
命
令
に
よ
り
わ
ず
か
一
個
師
団
新
京
を

守
る
事
に
な
り
、
私
達
の
部
隊
も
戦
時
の
編
成
と
な
っ
て

師
団
に
配
属
と
な
り
、
三
日
二
夜
か
か
っ
て
陣
地
を
作
り
、

玉
砕
を
決
意
し
て
ソ
連
軍
の
航
空
機
、
機
械
化
部
隊
の
攻

撃
に
備
え
ま
し
た
。
骨
を
満
州
に
埋
め
る
覚
悟
で
あ
っ
た
。 

 

八
月
十
五
日
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
終
戦
。
「
ソ
連
軍

の
指
揮
に
入
る
べ
し
」
の
軍
命
令
に
よ
っ
て
全
部
隊
が
抑

留
と
な
り
、
六
一
六
部
隊
は
公
主
嶺
で
武
装
解
除
。
兵
舎

に
穴
を
掘
り
小
銃
、
軍
刀
、
そ
の
他
の
武
器
は
埋
設
し
、

ソ
連
軍
の
指
揮
で
関
東
軍
の
物
資
資
材
を
ソ
連
領
内
に
送

り
込
む
作
業
が
毎
日
続
い
た
。 

 

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日
黒
河
に
到
着
。
船
で
対
岸
の

ソ
連
領
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
上
陸
し
た
。
大
型

貨
車
で
一
貨
車
五
十
人
ぐ
ら
い
で
千
人
ぐ
ら
い
乗
っ
た
。

車
の
中
の
炊
事
は
大
釜
が
幾
つ
も
置
い
て
あ
っ
て
、
コ
ウ

リ
ャ
ン
飯
で
、
朝
夕
の
二
食
が
飯
盒
の
蓋
に
一
杯
ず
つ
だ
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っ
た
の
で
空
腹
を
我
慢
し
た
。
貨
車
の
中
で
の
大
小
便
に

は
本
当
に
苦
労
し
た
。
戸
を
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
開
け
て

用
を
足
し
た
。
各
自
持
っ
て
い
た
米
は
命
令
が
出
な
い
と

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
列
車
の
運
行
が
不
規
則
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
列
車
が
止
っ
た
時
に
は
他
の
貨
車
に
積
ん

で
あ
る
バ
ラ
積
み
の
岩
塩
を
盗
み
、
粉
に
し
て
保
管
し
た
。

塩
分
が
足
ら
な
く
て
困
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

中
央
ア
ジ
ア
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト

に
到
着
。
そ
れ
か
ら
六
時
間
、
山
頂
炭
坑
の
町
ア
ン
グ
レ

ン
に
到
着
し
、
収
容
所
は
元
ロ
シ
ア
の
囚
人
が
入
っ
て
い

た
古
い
建
物
で
し
た
。
丸
太
囲
み
、
四
方
望
楼
あ
り
、
鉄

線
で
張
り
巡
ら
し
、
監
視
兵
が
二
十
四
時
間
見
張
っ
て
い

た
。
建
物
は
木
造
半
地
下
で
二
段
寝
台
板
張
り
。
食
糧
の

配
給
は
一
日
一
人
当
り
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
、
高
粱
、

野
菜
、
骨
入
り
ス
ー
プ
で
し
た
。
作
業
は
陸
の
土
運
び
、

建
物
工
事
、
一
輪
車
で
石
炭
を
貨
車
に
積
む
等
、
色
々
な

雑
役
を
し
ま
し
た
が
、
空
腹
に
な
り
、
昼
食
後
タ
ン
ポ
ポ

や
ア
カ
ザ
の
野
草
を
つ
ん
で
帰
り
、
飯
盒
で
煮
て
食
べ
ま

し
た
。
二
カ
月
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
第
九
炭
坑
作
業
に
変
わ
り

ま
し
た
。
作
業
編
成
は
採
炭
、
二
十
四
時
間
稼
動
す
る
の

で
三
区
分
に
な
る
。
一
番
は
八
時
よ
り
十
六
時
ま
で
。
二

番
は
十
六
時
よ
り
二
十
四
時
ま
で
、
三
番
は
翌
日
八
時
ま

で
。
一
回
に
約
百
五
十
人
入
坑
す
る
。
十
日
ず
つ
で
交
替

で
し
た
。 

 

半
年
ぐ
ら
い
は
入
浴
は
全
く
な
く
、
シ
ラ
ミ
や
ノ
ミ
が

わ
き
、
発
疹
チ
フ
ス
が
流
行
し
煮
沸
消
毒
を
し
ま
し
た
。

予
防
注
射
も
二
回
し
ま
し
た
。
日
本
人
向
き
の
鉄
板
風
呂

も
作
っ
て
く
れ
た
の
で
入
浴
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
石

鹸
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
坑
内
の
入
口
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
な
く
、
鉄
製
の
ラ
ン
プ
で
傾
坑
百
五
十
メ
ー
ト
ル
歩

い
て
入
り
ま
し
た
。 

 

坑
内
は
古
く
、
一
ト
ン
入
り
の
ト
ロ
ッ
コ
に
石
炭
を
積

み
、
毎
日
八
時
間
、
厳
し
い
監
督
が
ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ
と
言

っ
て
炭
坑
の
作
業
が
続
い
た
。
作
業
量
に
は
す
べ
て
ノ
ル

マ
が
あ
り
、
日
本
人
の
未
経
験
者
に
は
苛
酷
な
も
の
で
し

た
。
炭
坑
作
業
は
給
料
を
二
回
も
ら
い
ま
し
た
。
食
べ
る

黒
パ
ン
も
以
前
よ
り
は
少
し
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

 

日
曜
日
に
は
福
井
県
人
会
を
ア
ン
グ
レ
ン
の
山
頂
で
開
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き
ま
し
た
。
二
十
人
ほ
ど
集
ま
り
、
楽
し
い
「
ひ
と
と
き
」

を
過
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
坑
内
の
ト
ロ
ッ
コ
押
し
は
二

人
ず
つ
三
区
間
押
し
ま
し
た
が
、
線
路
の
継
ぎ
目
が
悪
く

て
脱
線
す
る
事
が
多
く
て
大
変
で
し
た
。
ノ
ル
マ
が
あ
り

厳
し
い
目
に
あ
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命
作
業
を
し
て
も
落

盤
で
坑
道
が
不
通
に
な
っ
た
り
、
そ
の
他
の
事
故
の
場
合

は
ト
ン
数
が
出
な
い
た
め
に
ノ
ル
マ
が
上
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
作
る
た
め
に
穴
掘
り
も
し
ま
し
た
。

直
径
六
メ
ー
ト
ル
の
穴
で
す
。
鉄
の
桶
の
中
へ
土
を
入
れ

て
機
械
で
上
げ
下
ろ
し
を
し
た
の
で
す
。
穴
の
中
の
作
業

は
ス
コ
ッ
プ
や
つ
る
は
し
で
手
作
業
で
し
た
。
狭
い
の
で

五
、
六
人
で
し
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
吊
り
上

げ
て
、
空
の
鉄
の
桶
が
下
っ
て
く
る
と
ま
た
土
や
石
を
中

に
入
れ
る
。
円
形
の
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
穴
の
中
に
入

れ
て
ボ
ル
ト
で
締
め
る
と
円
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
出
来

る
。
百
メ
ー
ト
ル
余
り
掘
り
下
げ
て
縦
穴
を
作
っ
た
。
苛

酷
な
労
働
で
し
た
。
よ
う
や
く
簡
単
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
坑
内
の
仕
事
は
鉄
板
の
コ
ン
ベ
ア
が
あ
り
、
一
ト
ン

入
り
の
ト
ロ
ッ
コ
に
石
炭
が
入
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
ス
コ
ッ
プ
で
コ
ン
ベ
ア
に
入
れ
ま
し
た
。
層
が
薄
い

の
で
横
に
機
械
を
移
し
て
取
っ
た
後
は
廃
坑
に
な
り
ま
す
。

狭
苦
し
く
て
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
坑
内
の
一
番
奥
に
は

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
あ
り
、
石
炭
を
掘
る
た
め
に
一
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
ね
じ
穴
を
六
本
ぐ
ら
い
掘
り
、
ロ
シ
ア
人

の
火
薬
取
扱
人
が
来
て
火
薬
を
穴
に
詰
め
、
導
火
線
と
粘

土
を
長
い
棒
で
詰
め
て
爆
破
し
た
。
一
回
に
五
～
六
ト
ン

の
石
炭
が
出
ま
す
の
で
皆
、
横
穴
に
入
り
ま
す
。
そ
の
爆

破
し
た
石
炭
を
数
人
で
ト
ロ
ッ
コ
に
積
ん
で
運
び
ま
す
。

こ
の
様
な
事
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
週
一
回
の
休

日
に
は
碁
や
将
棋
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
碁
や
将
棋
は
皆

の
手
で
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
楽
し
み
で

し
た
。 

 

日
本
新
聞
も
時
々
読
み
ま
し
た
。
共
産
主
義
の
教
育
を

厳
し
く
叩
き
込
ま
れ
大
変
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
日
本

に
帰
れ
な
く
な
っ
て
は
大
変
だ
と
、
皆
と
一
緒
に
調
子
を

合
わ
せ
る
よ
り
外
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
炭
坑
へ
行
っ
て
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い
る
間
に
私
物
検
査
が
あ
り
、
時
計
や
万
年
筆
等
は
全
部

盗
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
十
月
に
タ
シ
ケ
ン
ト
に
移
動
に
な
り
建

設
作
業
や
雑
役
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
帰
還

の
命
令
が
あ
り
、
皆
が
喜
び
ま
し
た
。
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
よ

り
列
車
に
乗
り
、
炊
事
車
両
が
あ
り
、
時
々
駅
に
着
い
た

時
に
は
食
事
を
受
け
取
り
、
故
郷
の
思
い
出
を
語
り
な
が

ら
食
べ
ま
し
た
。
三
年
間
の
厳
し
い
抑
留
に
耐
え
て
、
幸

運
に
恵
ま
れ
体
力
と
生
命
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
と

思
う
。
途
中
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
バ
イ
カ
ル
湖
に
列
車
が
止

ま
り
ま
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
駅
で
止
ま
り
、
そ
こ
で
降
り
、

日
本
人
の
収
容
所
に
入
り
船
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
集
結
地
な
の
で
日
本
人
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 

二
十
三
年
十
二
月
三
日
、
朝
嵐
丸(

二
五
、
〇
〇
〇
ト
ン)

が
ナ
ホ
ト
カ
港
に
接
岸
し
た
の
で
、
私
共
一
人
ず
つ
が
点

呼
を
受
け
な
が
ら
二
千
人
の
同
僚
と
共
に
乗
船
し
、
十
二

月
四
日
舞
鶴
港
に
上
陸
し
、
生
き
て
日
本
の
土
を
踏
む
事

が
出
来
た
喜
び
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

大
正
九
年
七
月
二
十
五
日 

 

福
井
県
に
生
ま
れ
る 

福
井
県
南
中
山
尋
常
高
等

小
学
校
卒
業 

昭
和
十
七
年
七
月 

 
 
 
 

臨
時
召
集
、
浜
松
追
分
中

部
七
二
部
隊
に
入
隊 

昭
和
十
七
年
十
二
月 

 
 

 

満
州
ハ
ル
ピ
ン
三
七
七
四

部
隊
、
六
一
六
部
隊
に
派

遣
さ
れ
る 

昭
和
十
九
年 

 
 
 

 
 
 

公
主
嶺
に
移
動
す
る 

昭
和
二
十
年 

 
 
 

 
 
 

新
京
に
移
動 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日 

 

終
戦 

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日 

 

ソ
連
領
に
抑
留 

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
四
日 

朝
嵐
丸
に
て
舞
鶴
港
に
上

陸 

（
福
井
県 

佐
々
木 

清
左
夫
） 

 


